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Foundation―事業基盤の強化に向けたCSR―

積水化学グループにとってCSRとは、ステークホルダーの期待に応え、事業を通じて社会に貢献すること
です。この「CSR経営」の推進は、事業活動による収益拡大とともに、総体としての企業価値向上に不可欠な
両輪であるとも考えています。
こうした認識のもと、経営環境の状況にかかわらず3つの“際立ち”と3つの“誠実さ”という重点テーマを
中心に人材、環境、知財、取引先との関係構築などで真摯な取り組みを続けています。

Foundation

住生活における
社会的課題

社会的
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社会的
ニーズ

リソース
を使った
産出

リソース

積水化学グループが生み出した価値

Output

社会的課題を
解決する
製品や

サービスの提供

ヒト・モノ・
カネ・知識・
自然に対する
価値の創出

Outcome

積水化学グループ

理念体系

戦略

事業基盤（事業活動のために活用される資本）

人的資本

自然資本

知的資本 社会・関係資本

ケミカル分野に
おける

社会的課題

社会に
存在する

ヒト・モノ・カネ・
知識・自然

リソース
の還元

事業基盤（事業活動のために活用される資本）

人的資本
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自然資本

知的資本 社会・関係資本

お客様に指名さ
れ続ける品質こ
そが、持続的な
価値創造に不可
欠であると考え、
CS品質の追求と
CSR調達を推進
しています。

価値創造の根幹と
もいえる技術的な
際立ちを持続させ
るべく、研究開発、
知的財産活動を
推進しています。

従業員の権利を
守り、働きやすい
職場へ配慮すると
同時に、人財の育
成と有効活用を
目指しています。

企業活動が、自然資本の活用をベースにしていることを認識し、
環境負荷低減や自然環境保全に取り組んでいます。
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Input

中期経営計画 CSR中期計画

3つのカンパニーによる事業活動
高機能

プラスチックス 住宅 環境・
ライフライン




